
                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究とのかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、単元計画 

時

数 
学習活動 目標 

１ 

・口の体操 

・単元の流れを知る 

・知っている気持ちを表す言葉を挙げ，共有する 

・示された表情と同じ表情をする 

・気持ちを表す言葉と表情を対応させる 

・気持ちを表す言葉がわかる 

・気持ちを表す言葉と表情を対応させることができる 

 

２
（
本
時
） 

・口の体操 

・前時の確認 

・表情から気持ちを読み取ることができる。 

・ロールプレイを通してどんな気持ちになったのか

を表現する 

・友達や教師の表情から気持ちを読み取ることができる 

・ロールプレイを通して自分の気持ちを表現することが

できる 

のぞみ学級 

自立活動 

単元名  じぶんのきもちをあらわしてみよう 

令和６年 ７月 ８日（月） ５校時 

      児童 のぞみ学級 １年生 １名 ３年生 ２名 

      場所 のぞみ学級 

      授業者  T1大島 丈   

２、単元の目標 

 ○友達や教師の表情から気持ちを読み取ることができる。 

○ロールプレイ的な活動（※）を通して自分の気持ちを表

現することができる。 

 表情から気持ちを読み取ったり，ロールプレイを通して自分の気

持ちを表現したりすることで，他者の意図や感情の理解が進み，学

校生活を良好に過ごしていくことができると考える。 

 本単元では，気持ちを表現することの一歩目として，簡単な気持

ちの言葉の種類について知り，ロールプレイを通して表現すること

で，普段の生活の中でも自分の気持ちを表現することができるよう

にしていきたいと考えている。 

【自立活動の内容項目】 

３．人間関係の形成        ６．コミュニケーション 

（２）他者の意図や感情の理解  （１）コミュニケーションの基礎的能力 

               （２）言語の受容と表出 

仮説１＜個に応じた課題設定＞ 
・発達の差が大きいため，それぞれの実態に応じ，簡単す

ぎず，難しくなりすぎない課題を設定するようにする。 

 

【５.個別の実態に詳細を記載】 
 

仮説２＜自己肯定感を高める人と関わる学習活動＞ 

・実際に言葉のやり取りや表情のやり取りをすることで

関わり方や受取り方を学ぶ。また，やり取りの中で友

達の良かった所を出し合うことで自己肯定感の高まり

につなげる。 

仮説２＜自己肯定感を高める教師の関わり方＞ 

・良かった点を具体的に褒める。 

・言葉とともにジェスチャーで示すなど，視覚的にも良

かったということが分かるようにする。 

 

仮説１＜個に応じた手立ての工夫＞ 
・言語発達の段階に応じて，同じ活動内容でも，言葉を

発する，書く，選択する，ジェスチャーで示す，表情

で示す，色で示すなど，多様な手立てを用意する。 

 
      【５.個別の実態に詳細を記載】 

―１― 

１、児童の実態 

 本学級には，認知等の発達には課題があるが，日常

的なことを色々と話せる児童や語彙数が少なかった

り，発音が不明瞭だったりして言葉によるコミュニケ

ーションに課題がある児童が在籍している。また，相

手の表情や気持ちを考えずに言葉を発する，自分の気

持ちを上手く表現できないなどといった面も全体的に

見られる。在籍する３名は楽しく仲良くしている場面

が多いが，ふとした時に暴言を言ってしまうこともあ

る。また，他の児童とトラブルになることもある。気

持ちを表す言葉を知る，表情から気持ちを読み取る，

自分の気持ちを表現するといった活動を通して，コミ

ュニケーションの基礎的な力をつけていきたい。 



５、個別の実態・目標・手立て・評価 

児童 児童の実態 本時の個別目標 個別の手立て 個別目標の評価 

1年 

男 

A 

児 

 

・表情が豊かで，笑顔でいるときが多

い。挨拶などもできる。 

・語彙が少なく，発音も不明瞭なため，

言いたいことが中々相手に伝わら

ずイライラしてしまうことがある。

また，問いかけても充分な返答はあ

まり得られない。 

・相手のことを考えず，笑顔のまま中

指を立てたり，叩いたり，不適切な

言葉を使ってしまったりすること

がある。 

・自分の気持ちを言葉にして表すのは

難しい。（聞かれれば少し答えるこ

とができる。） 

・精神年齢は３歳ほどで，知的な理解

力は生活年齢の半分ほどの水準で

ある。 

・気持ちによって表情の違いを見分け

ることはまだ難しい。 

・友達や教師の気持ちを読み

取り，絵カードなどを使っ

て示すことができる。 

・ロールプレイを行うことが

できる。 

・口の体操を行い，正しい舌の

動かし方の練習をする。 

・口の形を果物で示したもの

を使い，正しい口の形をイメ

ージしながら発音できるよ

うにする。 

・充分な返答が聞かれない場

合は答えやすいように言語

的きっかけを少しあたえる。 

・言葉で表現することが難し

い場合は絵カードなどで示

せるように用意をする。 

・活動に参加することができ

ている。 

3年 

男 

B 

児 

 

・語彙が少なかったり，発音が少し不

明瞭だったりすることはあるが，日

常的な会話はある程度行うことが

できる。 

・質問されたことの意味が分からない

時は，質問で言われたことを繰り返

したり，黙りこんでしまったりする

ことがある。 

・自分の気持ちを問われれば答えるこ

とはできるが，知っている気持ちの

言葉の種類は少ない。 

・自分の行動を注意された時などに反

射的に暴言を使ってしまうことが

ある。 

・雰囲気を考えず笑って噴き出した

り，ふざけてしまったりすることが

ある。 

・友達や教師の表情を読み取

り，単語で答えることがで

きる。 

・ロールプレイができ，自分

の気持ちを単語で表現する

ことができる。 

・口の体操を行い，正しい舌の

動かし方の練習をする。 

・質問が理解できない時には

平易な言葉にする。 

・言葉で自分の気持ちを表現

することが難しい時は，選択

できるようにする。 

 

・気持ちを言葉で伝えること

ができている。 

3年

女 

C 

児 

 

・大人との関わりを好むが友達とも仲

良く関わることができる。 

・のぞみ学級の中では，注意する立場

になることが多く，言い方が強くな

ってしまうことがある。 

・日常のことはよく覚えており，出来

事を詳しく話すことができる。 

・疲れやすく，集中を長く持続させる

ことは難しい。 

・悲しい時などは，自分の気持ちを爆

発させて泣き出すことがある。 

・言葉を読んだり書いたりする時に送

り仮名や文字が抜けてしまうこと

がある。 

・失敗することに強い抵抗がある。 

・友達や教師の表情を読み取

り，詳しく言葉で答えるこ

とができる。 

・ロールプレイを通して自分

の気持ちを自分の言葉で表

現することができる。 

・集中が長く持続できるよう

に児童が実演する機会を設

ける 

・言葉を読んだり書いたりす

る時は正しい発音や文字に

なっているかを確認する。 

・場面の様子をとらえて気持

ちを詳しく表現することが

できている。 

 
―２― 



６．本時の授業 

（１） 本時の目標 

・友達や教師の表情から気持ちを読み取ることができる。 

・ロールプレイ的な活動を通して自分の気持ちを表現することができる 

（２） 展開 

 

（３）本時の評価（評価方法） 

・友達や教師の表情から気持ちを読み取っている。（観察） 

・ロールプレイ的な活動を通して自分の気持ちを表現している。（観察） 

 学習内容 教師の関わり    ◆支援 □評価 ☆T2の動き 

導 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

１.口の体操を行う 

①舌の前後ろ体操 

（舌を前後に動かす） 

②舌の右左体操 

（舌を左右に動かす） 

③ホットケーキの舌 

（舌を５秒ほど止める） 

④あいうえお体操 

（大きな口であ・い・う・

え・おを言う） 

 

２.単元・本時の流れ・課

題を確認する。 

 

 

 

 

３.気持ちを表す言葉を

確認し表情を対応さ

せる。 

 

４.表情からどんな気持

ちなのかを当てるクイ

ズをする。 

・児童が指定された気持

ちの表情をし，それを

見て他の児童がどんな

気持ちかを当てる。 

 

５.学校生活でよくある

場面を設定し，自分で

言葉や表情に出し，気

持ちを表現する。 

 

 

６.本時の振り返りをす

る。 

・本時の振り返りを選択

肢から選ぶ。 

・表情やジェスチャー、

言葉でも表現する。 

教師が見本を示しながら行い，正しい

舌の動かし方ができているかを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートを用意し，前時の内容を

復習する。 

 

 

気持ちと表情を表すカードを使い，言

葉と表情を対応させる。 

教師が見本を示し，どのようにクイズ

を行うのか確認する。 

 

 

 

 

教師が見本を示し，仕方を確認する。 

 

 

 

 

 

ワークシートを使い本時の振り返り

を行う。 

 

 

本時の学習がどのような時に必要か

を確認する。 

◆発音が不明瞭な児童がいるため，口の

体操を行い，舌を思った通りに動かせ

るように練習を重ねる。 

◆口と舌をモデル化したものを使い，正

しい舌の動きがイメージできるように

する。 

 

◆口の形を果物で示したものを使い，正

しい口の形をイメージしながら発音で

きるようにする。 

 

◆視覚的に単元・本時の流れを示し，児童

が今何をする場面なのかを理解できる

ようにする。 

 

 

 

◆名前や日付を書くことが難しい児童に

はなぞれるように線を書く。 

◆言葉で表すことが難しい児童に関して

は，表情を書いたカードや漫符を使っ

て気持ちを確認する。 

◆「たのしい」と「うれしい」など言葉の

ニュアンスに多少のズレがあっても許

容をする。 

◆どんな漫符が合うか質問するなどし

て，表情と気持ちが一致できるように

する。 

 

□友達や教師の表情から気持ちを読み取 

っている。(観察) 

 

□ロールプレイ的な活動を通して自分の

気持ちを表現している。（観察） 

 

◆言葉や表情で表現することが難しい児

童にはカードやジェスチャーで表現を

させるようにする。 

 

◆選択肢にはマイナスのイメージになら

ないものを用意するようにする。 

―３― 

せんせいや ともだちの きもちを よみとろう 

じぶんの きもちを ことばや かおで あらわしてみよう 

 



７． 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―４― 

表情のカード 

気持ちの言葉カード 

単元の流れ 本時の流れ 


